4/3０近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２４クール日報（４月２５日～５月１日）
	報告日
天気
	４月２６日（金）
晴（気温：13～25°）
	報告者
	京都市社協　藤井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ２３クール：山田、秋山、田中、土生、濱道、森、水上、山下、佐藤、山﨑、宮本（朋）、
足利
２４クール:中西、矢野、本田、浜本、堀越、亀井、廣瀬、中島、角田、小倉、相谷、
中口、西山、藤井
※関ブロ６名（リーダー：相模原市 田中氏）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:35 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
9:40 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:45 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
　　　未対応ニーズの対応協議
	<本部以外の動き>
・仮仮置き場（七尾美術館駐車場）初日
・支援Ｐと打合せ
・七尾市社協即時対応案件打合せ
・七尾市社協避難所聞取り打合せ


	
	17:20 終礼
18:15 残務整理
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V34名（テント村0名、県職員Ｖ29名、運転V5名）
　現地調査29件（うち一般28件、技術1件、キャンセル0）
　ニーズ対応4件（うち完了4件、継続0件）
　即時対応4件（うち完了１件、受付0件）
　ニーズ残514件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F31、ＸＸＬ1、洗濯:F24、ＸＸＬ1）
●現地調査担当
・災害ＶCo2名、丸亀市3名、自治労4名、市社協0名、関ブロ1名、近ブロ25名の37名体制で実施。
●仮仮置き場担当
・V10名、仮置き場待ちなし
●ニーズ掘り起こし（ローラー）班
・聴き取り：ボラ13、運転ボ3、職員（関ブロ3）
・実施地区：笠師保地区（筆染、下笠師、中笠師、上笠師、南側、塩津、中島の残）
　聞き取り件数117件　聞き取りニーズ22件

	今後の主な予定
	●4/27～29ローラーの活動予定（徳田地区）
●NGO活動打合せ
●4/28経団連ボランティア引継ぎ
●4/29、30　避難所訪問（すべて対応）
●4/29仮仮置き場を七尾美術館駐車場最終日
●4/30特化日ローラー活動予定（地区を限定せずに対応が不十分な地区に対して実施）

	調整課題・所感等
	・本日、天候が良く、夏日になったため、買い仮置き場での作業が過酷であった。適宜木陰で休憩を取り、作業を行った。今後、水分補給とワンタッチ式テントが必要と思われる。
　⇒市社協より、水分補給用の飲料は、準備する。ワンタッチテントは購入を検討する。
・災害で処分するものの引き出し等の中身を確認が不十分で依頼者に返却する案件があった。内容の確認を十分にするよう声掛けが必要。
・本日も、避難所利用者から引っ越しニーズが増加してきている。そのなかで、移動手段を持たない高齢者が移転先への立ち合いにあたり、依頼者が運転Vの車両に条件付きで同乗可とする。
　⇒前提として推奨をするものではないが、運転Ｖも了承し、かつ、依頼者の移動手段が確保できない場合を基準とする。

	その他
	・即時対応：ニーズキャッチから現地調査、活動までを一体的に展開
・4/30の特化日に向けて、ニーズ受付班、現地調査班とのメンバーの行動調整が必要。
⇒七尾市社協、支援Pと協議する。



